
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

                    

塩狩峠記念館友の会では本年下記の事業を

行います。ご家族友人をお誘い合せの上、ご

参加くださいますようお待ち申し上げます。 

①大人の紙芝居事業 
日 時： ７月１５日（金）18時半 

場 所： 塩狩峠記念館 

内 容： 道ありき・まっかなまっかな木の

紙芝居です。童心に返ってお楽しみ

ください。（100名限定） 

②ミニコンサート事業 
日 時： ８月５日（金）18時半 

場 所： 塩狩峠記念館 

内 容： 横田朱乎リコーダーリサイタル 

     バロック音楽を斬新にアレンジす

るトリオ演奏。（整理券発行） 

申 込： 7月 15日から（100名限定） 

③中西清治講演会事業 
日 時： ９月９日（金）18時半 

場 所： 塩狩峠記念館 

内 容： 世界で誰よりも早く「塩狩峠」を

読み、情景に合せて挿絵を製作担当

した美術教員。当時のエピソードを

交え、三浦文学との関わりを話す。 

     また、貴重な当時の挿絵を展示し

て説明を聞く絶好の機会です。 

申 込： ８月 15日から（100名限定） 

 

①②③共通の事項 

参加料：無料（友の会で負担します。） 

参加方法： 
参加を希望される方は、役場産業振興課商

工観光労政係（℡２４２１）まで住所・氏

名をご連絡下さい。 

 

塩 狩 記 念 館 

友の会会報第１２号 

平成 1７年７月発行 

旭
川
市
で
研
修
会
実
施 

 

六
月
二
十
日
午
後
か
ら
友
の
会
研

修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。 

 

参
加
者
は
少
な
か
っ
た
の
で
す
が
、

三
浦
綾
子
記
念
文
学
館
で
「
銃
口
」
の

企
画
展
と
夕
刻
よ
り
文
化
会
館
で
行

わ
れ
た
リ
レ
ー
ト
ー
ク
事
業
で
斉
藤

文
学
館
副
館
長
の
講
演
会
に
参
加
し

ま
し
た
。 

 

講
演
で
は
「
銃
口
と
そ
の
時
代
」
と

題
し
、
「
三
浦
綾
子
さ
ん
教
職
時
代
の

体
験
記
と
し
て
有
名
な
代
表
作
で
あ

り
、
明
治
維
新
以
降
の
政
策
や
戦
争
な

ど
歴
史
的
背
景
と
の
つ
な
が
り
と
作

者
年
譜
を
重
ね
合
わ
せ
て
、
作
者
の
軍

国
教
育
へ
の
思
い
が
つ
づ
ら
れ
て
い

る
。
」
と
話
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。 

 

 

《
皮
製
し
お
り
》 

新
発
売 

塩
狩
峠
記
念
館
で
は
今
年
六
月
か

ら
新
グ
ッ
ズ
の
販
売
を
始
め
ま
し
た
。

黒
い
皮
製
の
し
お
り
で
、
中
西
清
治

さ
ん
（
友
の
会
会
員
）
の
手
作
り
商
品

で
す
。
一
枚
三
百
円
で
販
売
し
て
い
ま

す
。
読
書
家
へ
の
お
土
産
に
ご
利
用
く

だ
さ
い
。 

注
：
中
西
清
治
さ
ん
は
月
刊
誌
信
徒

の
友
に
昭
和
四
十
年
か
ら
掲
載
し
た

「
塩
狩
峠
」
の
挿
絵
を
担
当
し
た
方
で

す
。
以
後
多
く
の
三
浦
作
品
の
装
丁
な

ど
に
も
関
わ
っ
た
方
で
す
。 

三 浦 光 世  筆 

平
成
十
七
年
度 

総
会
が
終
わ
る 

五
月
二
十
日
午
後
六
時
半
よ
り
、
夕
日

の
落
ち
た
塩
狩
峠
記
念
館
で
町
内
在
住
会

員
十
二
名
が
参
加
し
て
総
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。 

冒
頭
に
荒
瀬
代
表
よ
り
「
本
日
は
、
久
々

の
晴
天
で
農
家
の
方
々
も
ご
多
忙
の
中
、

ご
参
集
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
昨
年
は
飛
び
入
り
事
業
が
二
本
も
あ

っ
て
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
事
業
が
展
開
で

き
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ひ
と
つ
は
「
第

一
回
三
浦
綾
子
全
国
読
書
会
」
の
開
催
、

も
う
ひ
と
つ
は
「
宮
川
大
介
花
子
交
流
会
」

で
す
。
ま
た
、
本
年
度
事
業
に
つ
い
て
も

ご
協
議
い
た
だ
き
た
い
。
」
と
の
あ
い
さ
つ

が
あ
り
ま
し
た
。 

十
六
年
度
事
業
及
び
決
算
報
告
並
び
に

会
計
監
査
報
告
が
承
認
さ
れ
、
引
き
続
き

十
七
年
度
事
業
計
画
及
び
予
算
案
の
説
明

が
あ
り
、
①
大
人
の
紙
芝
居
事
業
②
ミ
ニ

コ
ン
サ
ー
ト
事
業
③
中
西
清
治
講
演
会
事

業
な
ど
の
提
案
が
あ
り
、
関
係
予
算
と
併

せ
て
承
認
し
ま
し
た
。
ま
た
、
今
後
の
課

題
と
し
て
カ
レ
ン
ダ
ー
の
発
行
に
つ
い
て

協
議
し
ま
し
た
が
、
予
算
や
時
期
的
な
問

題
も
あ
っ
て
見
送
る
こ
と
と
し
、
九
時
半

ま
で
熱
い
協
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

宮
崎
恒
子
さ
ん
（会
員
）
が 

塩
狩
峠
の
写
真
展
を
開
催
！ 

 

元
、
和
寒
高
校
教
諭
の
宮
崎
恒
子
さ

ん
（
旭
川
市
在
住
）
が
「
塩
狩
峠
と
私
」

と
題
し
て
個
人
展
を
開
催
し
ま
す
。
会

場
は
、
旭
川
市
豊
岡
一
条
一
丁
目
に
あ

る
「
北
の
森
ギ
ャ
ラ
リ
ー
工
房
」
で
八

月
一
日
〜
十
五
日
の
十
時
〜
十
八
時

ま
で
。
（
但
し
日
曜
日
が
休
み
で
す
） 

 

宮
崎
さ
ん
は
こ
れ
ま
で
和
寒
町
の

風
景
を
長
年
撮
り
続
け
、
写
真
展
で
も

多
く
の
賞
を
受
賞
さ
れ
て
お
り
、
塩
狩

峠
記
念
館
多
目
的
ホ
ー
ル
や
町
内
レ

ス
ト
ラ
ン
で
展
示
し
て
い
ま
す
。
教
職

時
代
に
は
写
真
部
の
顧
問
と
し
て
生

徒
を
育
て
、
写
真
を
職
業
と
し
て
い
る

卒
業
生
も
い
ま
す
。
昨
年
は
カ
レ
ン
ダ

ー
を
自
費
出
版
す
る
な
ど
写
真
に
対

す
る
思
い
入
れ
は
熱
い
も
の
を
感
じ

得
ま
す
。 

会
場
は
喫
茶
店
で
す
の
で
、
ア
イ
ス

コ
ー
ヒ
ー
な
ど
を
飲
み
な
が
ら
ご
覧

く
だ
さ
い
。 

ご
寄
付 

有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た 

 

友
の
会
運
営
に
役
立
て
て
く
だ
さ

い
と
金
一
封
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

小
樽
市 

大 

島 

治 

代 

様 

記
念
館
周
辺 

草
刈
作
業
が
終
了 
 

六
月
十
七
日
午
前
五
時
半
か
ら
友

の
会
の
草
刈
作
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

今
回
は
エ
ン
ジ
ン
付
き
の
草
刈
機

よ
り
手
刈
り
の
人
数
が
多
く
、
時
間
が

か
か
っ
て
し
ま
し
ま
し
た
。 

秋
に
は
、
皆
エ
ン
ジ
ン
付
き
で
頑
張

り
ま
す
。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

平
成
十
三
年
七
月
二
十
三
日
、
初
め
て
「
塩
狩

峠
記
念
館
友
の
会
」
の
打
合
せ
会
に
出
席
し
ま
し

た
が
、
当
時
は
十
三
名
の
会
員
で
し
た
。
当
然
、

地
方
の
方
々
も
会
員
と
し
て
登
録
さ
れ
て
お
り

ま
し
た
が
、
町
内
在
住
会
員
で
設
立
を
決
定
し
、

代
表
を
荒
瀬
さ
ん
に
お
願
い
し
ま
し
た
。 

和
寒
町
の
文
化
の
先
鋒
を
担
う
塩
狩
峠
記
念

館
と
抜
群
の
知
名
度
を
誇
る
作
家
三
浦
綾
子
女

史
の
小
説
「
塩
狩
峠
」
を
備
え
た
活
動
を
行
う
こ

と
で
、
情
報
発
信
と
交
流
人
口
の
増
員
を
図
り
、

塩
狩
峠
を
広
く
全
国
に
Ｐ
Ｒ
で
き
る
と
思
い
ま

す
。 四

月
は
総
会
、
六
月
九
月
の
草
刈
、
三
浦
綾
子

記
念
文
学
館
事
業
へ
の
参
加
、
研
修
会
、
冬
囲
い
、

二
月
の
長
野
政
雄
さ
ん
を
偲
ぶ
会
協
力
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
。 

出
れ
る
時
、
参
加
す
れ
ば
良
い
の
も
私
に
と
っ

て
は
大
変
あ
り
が
た
く
思
っ
て
い
ま
す
。 

昨
年
、
宮
川
大
介
花
子
さ
ん
と
の
交
流
会
も
あ

り
、
お
二
人
も
友
の
会
会
員
に
な
っ
て
い
た
だ

き
、
全
国
版
の
新
聞
で
Ｐ
Ｒ
を
行
っ
て
く
れ
て
い

ま
す
。 

設
立
か
ら
五
年
、
「
塩
狩
峠
記
念
館
友
の
会
」

を
通
し
て
色
々
な
行
事
に
参
加
し
、
町
外
か
ら
の

参
加
者
や
会
員
同
士
、
更
に
異
年
齢
者
の
親
睦
が

深
め
ら
れ
、
貴
重
な
経
験
と
財
産
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。 

自
分
も
楽
し
み
な
が
ら
、
他
の
人
々
に
も
楽
し

み
を
分
け
て
あ
げ
れ
る
活
動
が
で
き
れ
ば
と
思

い
ま
す
。 

「
訪
れ
る
人
々
に
安
ら
ぎ
あ
る
記
念
館 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

愛
さ
れ
る
塩
狩
峠
」 

皆
さ
ん
も
参
加
し
ま
せ
ん
か
！ 

 

和
寒
町
西
町 

 

真 

鍋 

紘 

一

友の会リレートーク 峠の呟き 

 

記念館ノートから⑧

塩狩峠記念館に設置している《来館者ノー

ト》には多くの方から感想が寄せられていま

す。今回はその中からほんの一部ですが、４

月～６月に記載された分をご紹介いたしま

す。 

２００５．４．１９（火） 

良く晴れた青空の下、残雪が白く輝き、まるで心

が洗われるかのようです。 

ここ塩狩峠には神が宿っています。心が平和でな

い者は他人を妬み、平気で傷つけます。 

その最たるものが戦争だと考えます。戦争は悲し

みと憎しみを増幅させ、心の安らぎを奪います。 

思いやり愛しむ心があれば起きるはずがないの

に・・・本当に悲しいことです。 

平和な心で世界を救えたら、どんなに素晴らしい

ことでしょう。平和な世界の実現を強く希求するも

のです。 

（旭川市 H）   

 ２００５．４．２（土） 

 およそ 1年振りの再訪です。都会は日々変化し

ていきますが、ここは 1年前と何ら変わりありま

せんでした。何も変わらないこと・・とてもすば

らしいことなんじゃないかと思います。 

 1 年前はひとりで来ましたが、今日は最愛の女

性を連れてきました。彼女と出会って３年・・・

いつまでも変わらぬ愛を誓いたいです。 

 この窓から雪景色を見ていると、悲劇は随分過

去のようだけど、それでもあの頃の景色が広がっ

ていると思うと、胸が締め付けられます。どうか

安らかに眠られて・・・全ての人々が等しく幸せ

でありますように。 

 誰かがひとりを真剣に愛し、またそのひとりが

誰かを愛し、その輪が広がれば、世界中の悲しみ

も減ってくれるかもしれない。 

 またいつか、必ずここに来ます・・それまで 

         （大阪市 S） 

２００５．５．２８（木）    

こんなところに三浦綾子さんの家が再建されて

いるなんて知りませんでした。とても感動して泣け

てきました。 

氷点、塩狩峠、ひつじが丘など、全部大好きな作

品です。つらいことがあると、いつも読んで、考え

ることの助けとしています。27歳最後のひとり旅

で来た北海道で、この場所に来れたこと、うれしく

思います。            

           （静岡県 Y） 

 ２００５．６．２８（火） 

 たまたま、車を運転中に看板を見つけて入館

させていただきました。 
 三浦綾子さんの作品を多く読ませていただい

ていたので、思いがけない塩狩峠記念館の訪問

は良い思い出となりました。 
 ありがとう。      （広島県 H） 

 ２００５．６．２８（火） 

 たまたま、車を運転中に看板を見つけて入館させ

ていただきました。 

 三浦綾子さんの作品を多く読ませていただいてい

たので、思いがけない塩狩峠記念館の訪問は良い思

い出となりました。 

 ありがとう。      （広島県 H） 
 ２００５．６．１（水） 

 修学旅行で塩狩峠記念館に来ました。 

旭川の三浦綾子記念分各館にも寄ってきまし

た。口述筆記を体験しましたが、三浦綾子さん

の朗読が早く、ついていけませんでした。三浦

夫妻はとてもスゴイと思いました。 

（東京都 K） 


